予算要求資料
平成25年度当初予算　　支出科目　款：農林水産業費　項：農業費　目：農業振興費
	事業名: 新飛騨牛首都圏進出プロジェクト支援事業　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）　

　　　　　　　農政部　農産物流通課　輸出戦略・広域流通担当　電話番号：058-272-1111（内2854）

　　　　　　　　　　　E-mail： c11444@pref.gifu.lg.jp
　
	事業費


　要求額：10,838千円（新規）
	事業内容


	１　事業の概要


　情報発信能力の高い東京において岐阜のトップブランド「飛騨牛」の販売促進を強化することで、さらなる知名度の向上・購入者の増加を目指す。

（１）首都圏における飛騨牛取扱量拡大支援事業
・飛騨牛流通においては、他のブランド牛に比べ高いといわれている取引価格がネックとなっている。そこで、県内食肉事業者が、首都圏の卸売業者や小売専門店等に対して新たに一頭販売を行った場合に取引量に応じて、1頭当たり７３，４４０円を助成し、一頭販売のインセンティブとする。

（２）飛騨牛新規取扱店支援事業
・県内食肉事業者が、首都圏の百貨店、小売専門店、レストラン等と連携し、ＰＲを行う際に必要な経費等を助成する。

　（ＰＲ資材費等、飛騨牛銘柄推進協議会指定店の登録料等の助成）
（３）直営店新規出店応援事業
・県内の食肉事業者等が新たに飛騨牛販売直営店、直営レストラン等を出店する際にオープンＰＲ経費を助成する。

（新聞折り込み作成費、フリーペーパー掲載費、オープニングセレモニーに要する経費）

	２　所要経費


（１）首都圏における飛騨牛取扱量拡大支援事業　　　　 　7,638千円
（２）飛騨牛新規取扱店支援事業　　　　　　　　　　　　 1,200千円
（３）直営店新規出店応援事業　　　　　　　　　　　　　 2,000千円
	決定額の考え方


	要求額の財源内訳（単位：千円）


	区　分
	事業費
	財　　　　源　　　　内　　　　訳

	
	
	国　庫
支出金
	分担金

負担金
	使用料

手数料
	財　産収　入
	寄附金
	その他
	県　債
	一　般
財　源

	前年度
予算額
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0

	要求額
	10,838
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	10,838

	決定額
	
	
	
	
	
	
	
	
	


事務事業評価調書
	■  新規要求事業　

	□  継続要求事業


	１　事業の目標と成果


（事業目標）

	・何をいつまでにどのような状態にしたいのか
 飛騨牛の一頭販売を促進することで首都圏での飛騨牛全体の流通量を増やしたい。首都圏にて１年で２店舗新規取扱店を増やすことを目標とする。


（目標の達成度を示す指標と実績）
	指標名
	事業開始前
	指標の推移
	現在値
	目　標
	達成率


	首都圏における新規
飛騨牛取扱店
	-
（H24）
	（H  ）
	（H  ）
	（H  ）
	2

（H25  ）
	％



※根拠は岐阜農業・農村基本計画の目標指標（５年間で１０店舗）を割り戻したもの
（平成24年度の取組）　
	※H25新規事業　


（平成24年度の成果）

	※H25新規事業　



	２　事業の評価と課題


（事業の評価）

	・事業の必要性（社会経済情勢等に沿った事業か、県の関与は妥当か）
○：必要性が高い、△：必要性が低い

	（評価）

○


	 飛騨牛の流通拡大において、ネックとなっていた流通価格の高さの問題を
一定期間経費の補助を行うことで解消し、またその期間のあいだに飛騨牛を試してもらうことで飛騨牛が高価値であることを理解いただき、継続取引につなげる目的がある。流通価格の補助ができるのは行政のみであり、県の関与は必要である。

	・事業の有効性（指標の状況から見て事業の成果はあがっているか）

　○：期待した効果がある、△：一定の効果がある、×：期待した成果がほとんどない

	（評価）

-

	

	・事業の効率性（事業の実施方法の効率化は図られているか）

　○：効率化は図られている、△：向上の余地がある、×：効率化が図られていない　

	(評価)

-

	


（今後の課題）

	・事業が直面する課題や改善が必要な事項　
わかりやすい要綱・要領の整備、県内食肉事業者への十分な説明により、事業実績の的確な把握と効果の早期発現につなげる必要がある。


（次年度の方向性）
	・継続すべき事業か。県民ニーズ、事業の評価、今後の課題を踏まえて、今後どのように取り組むのか
岐阜農業・農村基本計画中、首都圏での飛騨牛取扱店舗数の期間がＨ２７までであることも鑑み、Ｈ２５～Ｈ２７までの３年間連続して取り組むことで、目標を達成できると考えている。



